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な
く
そ
う
、
迷
惑
駐
車
・
放
置
自
転
車

歩
道
を
ふ
さ
ぎ
、
車
道
に
あ
ふ
れ
る
放
置
自
転
車
。
所
構
わ

ず
止
め
て
あ
る
迷
惑
駐
車
。
こ
れ
ら
の
放
置
自
転
車
や
迷
惑
駐

車
は
、
人
や
車
の
通
行
を
妨
げ
、
交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
消
防
・
救
急
活
動
の
障
害
と
な
り
、
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
る
火
災
を
例
に
、
も
う
一
度
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

動
を
開
始
。
既
に
周
辺
は
人
や
車

な
ど
で
混
乱
状
態
。

は
し
ご
車
二
台
も
、
そ
れ
ぞ
れ

別
経
路
か
ら
復
調
着
夕
試
み
る

が
、
路
上
に
駐
車
中
の
車
に
進
路

を
阻
ま
れ
る
。
消
防
車
の
ス
ピ
ー

カ
ー
で
駐
車
車
両
の
移
動
を
呼
び

掛
け
な
が
ら
、
新
た
な
経
路
か
石

の
現
場
接
近
を
試
み
る
。

ｇ

大

奥

｛｝

る
ス
ペ
ー
ス
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
・
そ
の
幅
は
、
車
体
の
’

大
き
い
は
し
ご
車
が
通
る
に
は
、

足
り
な
か
っ
た
の
で
す
。

道
路
を
ふ
さ
ぐ

迷
惑
駐
車

車
社
会
の
今
、
自
動
車
が
路
上

に
あ
ふ
れ
、
導
鰹
車
は
、
幅
の

狭
い
住
宅
地
内
の
道
路
で
も
、
次

第
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
防
火
水
槽
の
上
や
消
火
栓
の

前
に
ま
で
車
が
止
ま
り
、
ほ
か
の

車
が
や
っ
と
通
れ
る
（
曲
が
れ
る
）

余
地
を
残
す
だ
け
で
、
ず
ら
り
と

車
が
並
ぶ
光
景
が
、
珍
し
い
も
の

・
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
は
、
万
一
の
時
、

消
防
車
や
救
急
車
が
先
を
急
ぐ
通

路
と
な
り
、
消
火
活
動
を
繰
り
広

げ
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。
今

回
の
例
の
ぷ
つ
に
、
消
防
車
や
救

急
車
が
通
れ
な
い
、
昶
防
水
利
か

使
え
な
い
と
い
ラ
危
険
性
は
、
今
、

極
め
て
高
く
な
っ
て
き
て
い
毒
司

歩
道
・
車
道
に

あ
ふ
れ
る
放
置
自
転
車

一
方
、
昨
年
十
月
に
市
が
行
っ

た
調
査
で
、
‘
市
内
十
一
の
駅
周
辺

の
放
置
自
転
車
は
、
五
千
三
百
三

土
八
台
に
達
し
ま
し
た
。
・

迷
惑
駐
車
で
困
っ
て
い
ま
す

危
な
い
と
い
う
自
覚
を

西
消
防
署
予
防
指
導
課
長
津
田
悠
紀
夫

……：＝さλ

－
消
防
車
や
救
急
車
は
車
に
よ
る
支
障
も
多
い
の
で
は
。

1

こ
れ
ら
の
放
置
自
転
車
が
歩
道

を
ふ
さ
ぎ
、
歩
行
者
に
危
険
を
及

ぼ
し
、
車
道
金
択
め
て
交
通
混
雑

に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
ず
。
便
利

め
て
あ
る
と
、
本
当
に
困
り
ま

す
。
ま
た
、
車
で
火
事
を
見
に
来

る
の
は
ぜ
ひ
や
め
て
ほ
し
い
。

で
手
軽
な
自
転
車
は
、
一
台
な
ら

場
所
も
取
ら
す
、
簡
単
に
移
動
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
毒
ｙ
。
し
か
し
、

そ
ん
な
自
転
車
が
何
十
、
何
百
台

と
集
ま
る
と
、
】
四
か
し
難
い
、
大

き
な
障
害
物
と
な
っ
て
、
通
行
人

や
車
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
の
で

す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

市
で
は
、
今
ま
で
に
、
近
鉄
伊

勢
田
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
・
木
幡
、
京
阪

三
室
戸
の
各
駅
前
に
市
営
駐
輪
場

を
設
置
し
、
今
後
も
順
次
整
備
を

進
め
る
方
針
で
す
。
ま
た
、
駐
車

場
の
確
保
に
向
け
て
開
発
指
導
を

行
う
一
方
、
消
防
・
警
察
と
一
緒

に
行
う
三
色
パ
ト
ロ
ー
ル
で
池
恐

駐
車
に
ス
テ
″
力
1
を
は
る
、
タ
・

Ｉ
ミ
ナ
ル
で
の
街
頭
宣
伝
活
動
を

進
め
る
な
ど
、
放
置
自
転
車
・
迷

惑
駐
車
追
放
の
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
。

で
い
ま
す
。

’
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
解
決
は
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力
抜
き

で
は
、
実
現
不
可
能
な
の
で
す
。
’

も
し
。

あ
な
た
が
・
：

迷
惑
駐
車
・
放
置
自
転
車
問
題

千
四
百
六
十
一
件
。
救
急
車
は

そ
れ
だ
け
、
迷
惑
駐
車
に
困
る

ヶ
Ｉ
ス
が
多
い
の
で
は
。

「
一
日
平
均
で
九
・
五
件
も

出
動
し
て
い
る
ん
で
す
か
硲
9

ｍ
鰹
車
に
出
合
う
こ
と
も
多
一

く
、
困
り
果
て
て
い
毒
ｙ

に
は
、
・
車
や
自
転
車
を
止
め
た
本

人
が
「
つ
い
・
・
・
」
と
か
「
ち
ょ
っ

と
だ
け
…
」
と
第
三
者
の
迷
惑
を

軽
視
し
て
い
る
点
が
あ
り
ま
す
。

周
囲
の
人
が
、
そ
れ
を
見
過
ご
し

て
い
る
こ
と
も
一
因
で
す
。

‘
し
か
し
、
も
し
、
あ
な
た
が
、

消
防
車
や
救
急
車
を
首
を
長
く
し

て
待
つ
身
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、

車
が
ス
ム
Ｌ
ズ
に
走
り
、
一
秒
で

も
早
く
着
く
こ
と
を
願
い
ま
せ
ん

か
。
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
友

人
が
、
導
鰹
車
や
放
置
自
転
車

が
原
因
で
、
交
通
事
故
の
加
害
者

や
被
害
者
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、

あ
な
た
は
、
ど
つ
思
い
圭
ｙ
か
。

迷
恐
駐
車
・
放
置
自
転
車
問
題

は
、
い
つ
皆
さ
ん
が
直
面
す
る
か

知
れ
な
い
問
題
で
あ
り
、
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ

く
る
う
え
で
、
自
分
た
ち
の
こ
と

体
が
大
き
い
か
ら
、
迷
惑
駐
車
「
ポ
ン
プ
車
で
幅
丁
八
八
。
。
「
あ
り
ま
す
よ
。
混
雑
す
る
Ｉ
消
防
と
し
て
の
対
策
は
。
い
、
消
火
活
動
が
で
き
な
い
な

刊
Ｉ
｛
斜
一
・
『
一

‘
‥

ミ
ー
・
匹
。
一
匹
宍
Ｅ
作
‘
。
。
、
。
。
、
、
べ
長
さ
五
。
二
八
ぺ
救
急
道
路
や
駐
車
の
多
い
道
路
は
避
「
毎
月
一
日
と
十
五
日
を
防
ど
の
支
障
を
及
ぼ
す
迷
惑
駐
車

Ｉ

―

車
の
長
さ
は
五
こ
吾
訟
り
。
け
る
な
ど
、
鰹
節
に
判
断
し
火
の
日
と
定
め
市
内
を
巡
回
広
や
放
置
自
転
車
雌
皆
さ
ん
Ｉ

‘
手
か
ら
、
走
る
に
も
曲
が
る

に
も
、
普
通
自
動
車
よ
り
趾
か
・

Ｊ
ｌ
ｄ
Ｉ
四
Ｉ
ｉ
ｊ
・
Ｉ
Ｉ
｀
・
一
ｒ

す
。
交
差
点
の
中
や
前
後
に
止
十
九
件
、

つ
と
広
い
ス
ペ
Ｌ
ス
が
必
要
で

突
面
し
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
や
三
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
極
め
て

’
」
。
色
パ
ト
ロ
ー
ル
、
町
内
（
自
治
）
危
な
い
存
在
な
ん
で
す
。
そ
れ

巨
会
へ
の
文
書
回
覧
な
μ
も
行
い
、
・
を
も
っ
と
自
覚
し
で
い
た
だ
き

三
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
』
・
た
い
で
す
ね
」

と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
な
の
で
す
。
＼

、
今
回
の
火
災
を
教
訓
と
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
や
地
域
・

バ
ス
運
転
歴
十
年
、
京
阪
宇

治
交
通
労
働
組
合
宇
治
支
部
長

の
佐
伯
幸
廣
さ
ん
。

「
違
反
駐
車
の
た
め
に
バ
ス

停
に
憐
っ
け
で
き
な
い
と
、
お

客
さ
ん
に
、
車
道
上
で
乗
り
降

り
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
バ
ス
と

車
の
す
き
間
を
走
り
抜
け
よ
う

と
し
た
自
転
車
や
バ
イ
ク
が
、

お
客
さ
ん
と
ぶ
つ
か
る
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駐
車

中
の
車
を
鳶
口
よ
シ
と
し
た
自

転
車
が
、
バ
ス
の
直
前
で
急
に

進
路
変
更
し
た
た
め
に
起
こ
っ

た
事
故
も
あ
り
ま
す
。

迷
惑
駐
車
輦
ふ
人
は
、
自

分
の
車
の
感
覚
で
考
え
る
ん
で

し
ょ
之
Ｉ
、
幅
二
・
五
μ
、
長

さ
十
一
封
も
の
バ
ス
が
走
る
道

路
に
、
お
構
い
な
し
に
駐
車
さ

れ
て
は
、
バ
ス
は
通
れ
ま
せ
ん
。

安
全
運
転
と
定
期
走
行
が
求
め

職
場
な
ど
で
、
こ
の
問
題
を
考
え
、

迷
惑
駐
車
や
放
置
自
転
車
の
な
い

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

ら
れ
る
バ
ス
が
、
そ
ん
な
車
の

た
め
に
進
め
な
い
の
で
は
、
大

勢
の
お
客
さ
ん
に
、
た
い
へ
ん

迷
惑
で
す
。

自
分
だ
け
良
け
れ
ば
・
：
で
は

な
く
、
互
い
の
気
持
ち
を
思
い

や
る
ぷ
フ
に
す
れ
ば
、
迷
惑
駐

車
や
事
故
が
減
り
、
皆
さ
ん
の

も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
走
れ
る
と

思
い
ま
す
』

宇
治
警
察
署
交
通
課
長
・
土

屋
良
一
さ
ん
。

「
路
上
駐
車
の
間
か
ら
の
子

供
の
飛
び
出
し
事
故
、
駐
車
中

の
車
に
ぶ
つ
か
る
な
ど
の
事
故

は
、
何
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

死
亡
し
た
例
も
あ
り
未
了
。
特

に
幼
児
の
場
合
、
車
の
か
げ
に

入
る
と
ほ
と
ん
芦
委
が
見
え
ま

せ
ん
。

不
法
駐
車
が
原
因
で
事
故
が

起
こ
る
場
合
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
出
掛
け
る
に
も

車
を
使
ヤ
ハ
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
こ
ま
め
に
駐
車
場
か
莉
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」
。

1113

ま
さ
か
の
と
き
の
安
心

宇
治
市
交
通
災
害
共
済
・
火
災
共

済

歴史資料館企画展

あなたは迷惑かけていませ

んか
消
防
車
が
通
れ
な
い

写真で見る

宇治の歴史と文化

5月19日（土）～

7月1日（日）

午前9時～午後5時

入場無料

歴史資料館電話2011311

父
通
女
令
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



1990年（平成2年）5月ｎ日発行（2）りよだ欠

「高齢化社会に関する意識・実態調査結果まとまる
「人生8

0年時代

」をどう

生きる
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衣ｌ高齢化社仝への関心度
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1

高
齢
化
社
会
に
関
心
の
あ
る
人

は
九
割
を
、
老
後
に
不
安
の
あ
る

人
は
七
割
を
超
え
て
お
り
、
高
齢

化
社
会
や
自
分
の
老
後
に
対
す
る

意
識
に
は
か
な
り
強
い
も
の
が
あ

る
と
い
え
米
夏
表
－
ｉ
参
照
）
。

ま
た
、
芸
尽
も
、
そ
の
程
度
は

年
齢
と
と
も
に
高
く
な
っ
て
お
り
、

老
後
が
身
近
な
も
の
と
な
る
に
つ

れ
て
、
関
心
が
高
ま
っ
て
く
る
こ

と
が
シ
か
が
え
毒
了
（
表
2
・
4

－

―

―

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

衣2年齢別にみた高齢化社会への不安

三三回深琵諾諾白白｜目ｌｌ皿纒
χし・ｊＩ，1
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20～24歳

25ヽ29歳

30～34歳

35～39歳

40～49歳

50歳以上

ｅ10．20・3040506070180－90100（％）

■全く関心かない

□その他づ

田非常に関心があるＩ

脛・ある程度関心がある

扁あまり関心がない

表3老後の不安

表4年齢別にみた老後の不安

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～49歳

50歳以上

50ｔｏ708090100（％）

■ほとんど感じな・い

□その他

304001020

大いに感じている

少しは感七ている

あまり感じていない

田
圖
‐

（％）（複数川答）
老後の不安の内容
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一
‘

か
を
尋
ね
る
と
、
「
規
則
正
し
い

一

が
あ
り
車
ｙ
。
そ
こ
で
、
現
在
の
Ｉ
今
回
の
調
査
で
は
、
一
般
的
な
一
自
分
の
時
間
が
大
幅
に
増
加
し
、

参
照
）
。

一
方
、
老
後
の
不
安
の
内
容
に

つ
い
て
は
「
健
康
上
の
問
題
」
を

挙
げ
た
人
が
最
も
多
く
み
ら
れ
、

健
康
が
、
ふ
汲
の
高
齢
化
社
会
の

在
り
方
を
考
え
て
い
く
う
ぇ
で
の

キ
よ

う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
（
表
5

参
照
）
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
日
ご
ろ
ど

の
程
度
健
康
維
持
に
努
め
て
い
る

生
活
聚
心
掛
け
て
い
る
」
「
食
事

に
気
を
付
け
て
い
る
」
・
と
答
え
た

人
が
多
く
、
「
ス
ポ
ー
ツ
」
や
「
運

勲
と
い
っ
た
積
極
的
な
健
康
保

持
の
活
動
を
し
て
い
る
人
は
少
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
定
期

的
な
健
康
診
断
に
を
受
け
て
い
る

人
も
約
三
〇
町
に
過
″
子
、
全
体

的
に
、
健
康
に
対
す
る
対
応
は
十

分
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
（
表

6
参
照
）
。

今
一
度
、
自
分
の
健
康
保
持
に

対
す
る
取
り
組
み
を
振
駿

み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

人
生
八
十
年
時
代
に
充
実
し
た

老
後
を
送
る
に
は
、
老
後
の
生
き

が
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
必
要

生
き
が
い
と
老
後
の
生
き
が
い
に

つ
い
て
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
の
讐
影
い

で
は
「
家
族
」
や
「
子
μ
石
」
、
老
後

で
は
「
趣
味
活
動
」
や
「
旅
行
」
に
関

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

現
在
と
老
後
の
生
き
が
い
の
持
ち

方
に
は
、
明
ら
か
に
違
い
が
み
ら

れ
束
夏
表
7
参
照
）
。

老
後
の
生
次
炉
い
を
何
に
求
め

る
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
老

後
も
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
よ

う
、
若
い
う
ち
か
ら
何
ら
か
の
趣

味
や
生
膏
か
い
忿
持
っ
て
お
く
こ

と
は
重
要
だ
と
い
え
毒
司

今
後
の
高
齢
化
社
会
か
考
え
る

う
え
で
、
だ
れ
が
高
齢
者
の
介
護

寧
葛
か
と
い
う
こ
と
は
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
章
柔
ｙ
。

考
え
方
と
し
て
は
、
「
常
に
行
き

来
で
き
れ
ば
別
居
し
て
も
い
い
」

と
い
う
近
隣
別
居
盈
昇
天
が
最

も
多
い
と
い
ラ
結
果
か
得
ま
し
た

（
表
8
参
照
）
。

‘
ま
た
、
現
実
の
家
庭
生
活
で
の

同
・
別
居
の
状
況
を
尋
ね
て
み
た

と
こ
ろ
、
同
居
指
向
（
「
引
き
続

き
同
居
す
る
」
十
「
将
来
は
同
居

す
る
」
）
の
人
が
三
八
・
五
靫
で

あ
る
の
に
対
し
、
別
居
指
向
（
「
引

き
続
き
別
居
す
る
」
’
十
「
将
来
は

別
居
す
る
」
）
は
三
九
・
五
靫
と
、

別
居
指
向
の
比
率
が
少
し
高
く
な

り
ま
し
た
（
表
9
参
照
）
。

近
年
の
核
家
族
化
と
い
ヶ
社
会

動
向
を
反
映
し
、
本
市
で
も
別
居

指
向
が
高
ま
っ
て
い
る
ぶ
っ
で
す
。

人
生
八
十
年
時
代
に
は
老
後
の

必
然
的
に
、
高
齢
者
が
地
域
や
家

庭
で
過
ご
す
時
間
も
多
く
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
ず
。
特
に
退
職
し
た

人
の
握
－
、
生
活
時
間
の
大
半
を
、

そ
れ
ま
で
の
心
一
社
社
会
で
は
な
ぐ

家
庭
や
地
域
社
会
で
過
ご
す
こ
と

に
な
り
、
そ
の
意
味
で
地
域
と
の

か
か
わ
び
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
地
域
活
動
に
つ
い
て

尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
参
加
し

て
い
な
い
」
と
答
え
た
人
が
五
四
・

二
貿
と
、
過
半
数
に
達
し
ま
し
た
。

一
方
、
参
加
し
て
い
る
地
域
活
動

で
は
、
一
番
多
か
っ
だ
の
が
「
自

治
会
・
町
内
会
活
動
」
、
次
に
「
趣

味
・
教
養
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
」

と
い
っ
た
余
暇
活
動
、
・
「
ス
ポ
ー

ツ
活
勲
の
順
に
な
っ
て
い
圭
ｙ

（
表
ａ
参
照
）
。

こ
の
ぶ
つ
に
、
地
域
活
動
に
つ

い
て
は
全
体
的
に
消
極
的
な
傾
向

か
み
ら
元
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″

1
の
形
成
が
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
康
司

健康の問題

年金が少ないこと．

働く場の保障

財産がなｔヽこと

生きがいのないこと

扶養してくれる人の問題

わからない

その他

（複数回答）表7生きがい表9自分の親との

＼‘同居・別居の状況

2．7

衣ｅ・－衰のために

していること

子供や孫の成長

家族とのだんらん

友人とのつきあい

仕事

旅行・スポーツ等

一般教養を高める

地域活動への参加

社会奉仕活動参加

特にないー

その他

引き続き別居する

作
無

四
総

引
親
将
将

その他

－ニ（単位：Ｉ％，）

川
亜
園
田
朧
□

｛複数回答｝（％）

010203040ｓｏｓｏ708030100

表10地域活動への参加

滋将来の生きがい綴現在の生きがい
規則ｊＫしい乍活

食事に配慮

定期的な健康診断

スポーツ活動など

嗜好品を控える

規則的な軽い運動

保健薬などの服用

その他

表8老後の親子の暮らし方

’に対するー・一般的な考え

往来出来れば別居

一緒に暮らす

元気なうちは別居

できる限り別居

両親健在なら別居

わからない

その他

（単位：％）

川
謙
擲
固
唾
■
□

参加していない

自治会・町内会活動

教養講座．サークル活動

ス・ポーツ活動

社会奉仕活動

婦人・消費者活動

その他
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充
実
し
た
老
後
を
送
る
に
は
、
健
康
の
保
持
に
努
め
、

趣
味
や
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
（
昨
年
1
0

月
1
0
日
太
陽
が
丘
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
で
）

囁代は「人生80年」時代。

二は、なんと4人に1

ニ予想されています。

已の皆さんと一緒に考

ごめ、昨年8月にｒ高

を実施。犬このほど調

口らせします。

（高齢者福祉課）

調
査
方
法

こ
の
調
査
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
高
齢
化
社

会
」
に
う
い
て
口
」
ご
ろ
ど
の
よ
う
な
意
識
や
考

え
方
を
持
っ
て
い
る
か
を
率
直
に
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
今
後
の
市
政
に
生
か
し

て
い
く
目
的
で
実
施
し
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
に
対
す
る
意
識
と
一
口
で
言
っ

で
も
、
年
代
に
よ
っ
て
生
活
様
式
は
異
な
っ
て

お
り
、
社
会
環
境
に
も
違
い
が
予
想
さ
れ
ｆ
ま
す
。

従
っ
て
、
高
齢
化
社
会
に
対
す
る
考
え
や
希
望

も
変
わ
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

「
宇
治
市
長
寿
社
会

ダ
’
ア
／
’
＼
－
ｉ
＞
Ｍ
ｉ
ｉ
ｉ
Ｊ

自
民
意
識
調
査
結
果
か
ら

高
齢
化
社
会
に
は

関
心

老
後
の
心
配
は
健

康

健
康
の
為
の
積

極
的
な
活
動
は

少
な
い

現
在
の
生

き
が
い
は

家
族
や
子

と
も

老
後
の
生

き
が
い
は

趣
味
や
旅

行

親
子
の
暮

ら
し
方
は

別
居
指
向

へ

地
域
活
動
は
全

体
的
に
低
調
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（3卜第881号

「人生80年時代」をどう生きる

「人生50年」の時代は過ぎ去」り、！Ｊ

国の調査によれば、今から35年後（：

人が高齢者である社会が到来する2

市では、こうした将来について市Ｅ

え、住みよいまちづくりを進めるＺ

齢化社会に関する意識・実態調査」

査結果がまとまりっましたので、お失

の
た
め
、
今
回
は
市
民
層
を
年
齢
六
十
歳
で
区

分
し
、
次
の
二
種
類
の
調
査
を
実
施
。
調
査
内

容
も
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
適
し
た
も
の
と
し
ま

し
た
。

●
市
民
意
識
調
査
…
今
後
、
高
齢
期
に
向
か
う

年
齢
層
の
意
識
調
査
（
2
0
～
6
0
歳
未
満
）

●
高
齢
者
実
態
調
査
…
現
在
、
高
齢
期
に
い
る

年
齢
層
の
市
民
の
意
識
調
査
（
6
0
歳
以
上
）

方法 ねらい

③2①．曾1

元査＊＾回回効抽1Ｔ．20査年頚部収収配出恰巌対

ｓ間ｉ率数布”Ｉ－以象゛

月匹ｓ2数本上

1布・02ム60日’569屁一歳

ｓ回％57力＞未

19堅通1ら満日｀通無の

作市為民

③②①へ高の老高

の齢状後齢要化況生化

望社活へな会にの

どに備関向え心

けて度ての

の心行構

政え

市

民意

識調

査

ｏ＠（ｐ

調’‘調元査るこ回回効本60査

年期訪民収収配台歳対

8間問責率数布帳以象月配雀999数か上

1布萎・39らの日

‘員313無市1回の％通8作民

19収協ｉｌｌ為一日ーカ抽住

に出民よ一基゛

③②①へ高二高高

の齢1齢齢要化ズ者者

望社のののな会実健暮

どに態康ら向のし

け実のて態実

の｀態行就

政職

高齢

者実

，態

調

査

’
ご
7
こ
」
Ｓ
ぶ
Ｍ
Ｊ
「
人

本
市
で
も
、
ふ
磋
、
高
齢
化

は
急
速
に
進
展
し
て
い
く
と
考
『

え
ら
れ
て
い
毒
丁
。
高
齢
化
社

会
で
は
、
平
均
寿
命
が
伸
び
Ｉ

生
の
生
活
時
間
が
長
く
な
亘

方
、
労
働
時
間
が
短
く
な
っ
て

自
由
な
時
間
が
ま
す
康
Ｔ
増
え

て
き
康
ｙ
が
、
こ
れ
を
い
か
に

上
手
に
使
い
こ
な
す
か
が
、
人

生
を
充
実
し
て
過
蒙
左
め
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。
ボ
ラ
ン
テ

’
″
ア
を
は
じ
め
、
社
会
活
動
に

参
加
し
た
り
、
趣
味
や
ス
ポ
ー

舅
薬
し
む
な
ど
、
自
分
自
身

の
生
息
君
金
求
す
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

。
か
。こ

こ
で
は
、
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
調
査
の
結
果
を

す
べ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
健
康
管
理

の
必
要
性
、
生
き
が
い
の
大
切

さ
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
の
問

題
点
な
ど
、
高
齢
化
社
会
の
在

り
方
を
考
え
る
う
え
で
の
様
々

な
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

「
宇
治
市
長
寿
社
会
プ
ラ
ン
策

定
協
議
砂
を
、
近
ぐ
発
足
。
こ

の
調
査
結
果
か
踏
ま
え
て
、
平

成
三
年
牽
め
ど
に
、
今
後
の
高

齢
化
社
会
へ
の
指
針
と
な
る

「
宇
治
市
長
寿
社
会
プ
ラ
ン
」
の

策
定
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
手
。
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を
み
て
い
る
」
が
二
三
・
二
肘
で

最
も
多
く
、
そ
の
他
「
家
事
の
き

り
も
り
を
し
て
い
る
」
「
趣
味
な

ど
を
し
て
い
る
」
「
身
の
回
り
の

こ
と
、
孫
の
世
話
、
家
族
の
だ
ん

ら
ん
」
な
ど
盈
－
わ
せ
る
と
、
家

庭
や
地
域
活
動
、
趣
味
活
動
を
中

心
に
生
活
し
て
い
る
人
が
八
割
に

達
し
ま
し
た
（
表
ア
参
西
。

（単位：％）

表イ毎日の楽しさＩ（高齢者）

5．0

一
方
、
「
勤
め
や
商
売
な
ど
で
働

い
て
い
る
」
と
い
又
は
二
割
程

度
に
過
崇
ｙ
、
高
齢
者
の
生
活
は

か
な
り
地
域
と
密
着
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
康
司

毎
日
の
生
活
が
「
楽
し
い
」
と
答

え
た
人
は
八
〇
こ
町
、
「
楽
し

く
な
い
」
と
答
え
た
人
は
一
四
・

八
貿
（
表
イ
参
照
）
。
ま
た
「
楽
し

い
」
理
由
か
極
数
回
答
で
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
「
健
康
で
あ
る
か
ら
」
『
家

族
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
』
『
熱

中
で
き
る
趣
味
が
あ
る
か
ら
』
と

圖楽しい図］］

□その他

（単位：％）

（複数｜ｎ｜答）犬（％）

・01020．304050ＥＯ708090100

瓦ウ生活が楽しい

坪山（高齢者）

い
っ
た
理
由
が
多
く
、
健
康
・
趣

味
・
家
族
が
楽
し
い
生
活
か
送
る

た
め
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
毒
了
（
表
ウ
参
照
）
。

一
方
、
こ
れ
か
ら
の
牟
活
に
つ

い
て
「
特
に
不
安
が
な
い
」
と
答
え

た
人
は
三
割
程
度
に
過
屡
ず
、
残

り
の
七
割
近
ぐ
の
人
は
何
ら
か
の

不
安
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
結
果

が
出
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
最
も

大
き
な
不
安
要
因
は
「
体
の
こ
と
」

と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
工
参
照
）
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
老
後
生
活
を

安
心
し
て
送
る
た
め
に
は
「
健
康
」

が
不
可
欠
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

い
老
後
を
実
感
し
た
時
期
に
つ
い

て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
最
も
多

か
っ
だ
の
が
「
ま
だ
老
後
で
な
い
」

と
答
え
た
人
で
二
三
・
七
訂
。
し

か
し
、
「
六
十
上
〈
十
四
歳
」
「
六

十
五
⊥
♀
九
歳
」
と
答
え
た
人

を
合
わ
せ
る
と
四
〇
・
六
訂
に
な

り
、
六
十
か
ら
七
十
歳
の
お
よ
そ

十
年
間
が
、
気
持
ち
の
上
で
老
後

に
移
行
す
る
時
期
と
み
る
こ
と
が

で
き
毒
夏
表
オ
参
照
）
。

「
人
生
八
十
年
」
、
気
が
付
い
た

｜ ｜ ｜

｜ ｜

ｌ

｜

勿
〒“

皿

“〒

Ｆ

健康だから

家族に恵まれているから

趣味があるから＞

仕事に恵まれているから

・経済的なゆとりかあるから

相談相手がいるから

社会的活釣をしているから

・その他

衣工将来1－：ｉＳへの不安

（高齢者）

ら
老
後
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

ら
な
い
ぷ
フ
、
早
の
に
し
っ
か
り

と
し
た
生
活
設
計
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
に
お
い
て
も
、
地
域
活

動
へ
の
参
加
状
況
は
低
調
で
、
「
参

加
し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
人
は

五
五
・
二
町
を
舌
め
ま
し
た
（
表

力
参
照
）
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
は
重
要
な
課

題
に
な
る
と
考
え
腿
な
チ
。

川体のこと
回特に不安扉生活賢の安はない

のこと

の・こと・

こと．

田住まい

朧仕事の

■頼る・人がいないこと

□その他

（単位：％）

衣オ老後を実感した年齢

（ｒｆｔｉ齢者）

3．0

まだ老後ではない

54歳以前し

55歳～59歳

6ｏ歳～6歳

65歳～69歳

70歳～75歳

76歳以降‥

不明・無川答’

－

（単位：％）

表力地皺活動への参加（鳥齢≪・）

（複数川答）

プ（％）

0・102030405060708090100

参加していない

自治会・町内会活動

趣味、サークル活動

社会奉仕活動

スポーツ活動

婦人、消費者活動

その他

明るく豊かな長寿社会を

目指して

高
齢
者
の
実
態
調
査
の
結

果
か
ら

高
齢
者
生
活
地
域
に
密
着

老
後
を
楽
し
く

送
る
に
は
健
康

・
家
族
・
趣
味

将
来
の
不
安
は
健
康

老
後
は
６
０
歳
代
に
実

感

高
齢
者
の
地
域
活

動
も
全
体
的
に
低

調



乳
・
幼
児
か
痔
つ
親
を
対
象
に
、

心
身
の
発
達
と
家
庭
教
育
の
重
要

性
に
つ
い
て
学
習
し
毒
沢

▼
日
程
・
内
容
…
右
下
表
の
と

お
り
、
第
3
回
だ
け
午
前
9
時
半

～
午
後
1
時
、
ほ
か
は
い
ず
れ
も

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
定
員
・
・
・
3
0
人

▼
保
育
・
：
2
歳
以
上
（
お
や
つ
代

三
百
円
か
必
要
）
▼
参
加
費
・
・
・
五

百
円
（
調
理
実
習
）
▼
申
し
込
み
・
：

電
話
か
来
館
で
。
（
広
野
公
民
居
・

乳・幼児家庭教育学級日程表

回 月日 内容， 講師名

1 5／16和あいさつ学習を進めるにあ7こうて悩みを話し合いまＬｉう
迂咄Ｍ賢聶Ｍ長関シゲノさん

2 5／22㈹乳・幼児の発達のすしみち
京都文教短期大学助教授清水佐保子さん

3 5／23（＊）親の役割や家族のあり方－一幼児とうまくつきあう法－京都文教短期大学講師能勢勲さん

4
5／28（）ｉ）幼児にとって必要な栄養素とは？ 保健予防課栄養士

5 6／1（4）
たかが遊び．されど遊び

一遮びから学ぶｍ．えない学力ー 教育委貝会指導主事

6 6／6（＊）子どもの病気とその対応 京都市立看護短期大学医学博－ｔ燧石捷二さん

第
6
回
公
民
館
油
絵

サ
ー
ク
ル
合
同
展

宇
治
・
木
幡
・
小
倉
・
広
野
の

四
公
民
館
で
、
油
絵
に
取
り
組
ん

で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
合
同
展
を
開

き
未
了
。

▼
と
き
・
・
・
5
月
2
4
日
俐
～
2
7
日

㈲
、
午
前
1
0
時
1
午
後
5
時
（
2
7

日
は
午
後
4
時
ま
で
）
▼
と
こ
ろ

…
中
央
公
民
館
展
示
集
会
室
▼
主

催
…
第
6
回
公
民
館
油
絵
サ
ー
ク

ル
合
同
展
実
行
委
員
会
。（

中
央
公
民
館
）

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

本
格
的
な
余
暇
時
代
が
進
み
、

山
や
海
な
ど
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ジ
ャ
ー
を
薬
し

な
人
々
が
増
え
て
い
毒
ｙ
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年
、
レ
ジ

ャ
ー
に
関
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
ね
増
加
し
て
い
毒
了
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
司
リ
ゾ
ー
ト
≒
レ

ジ
ャ
ー
杢
管
物
に
し
た
会

員
権
な
め
ぐ
る
も
の
で
す
。
例

え
ば
、
「
入
会
し
た
が
施
設
が
い

つ
も
満
員
で
利
用
で
き
な
い
」

「
半
年
後
に
は
値
上
が
り
が
見

込
め
利
殖
に
も
な
る
と
言
わ
れ

た
が
、
買
っ
て
く
れ
る
人
が
い

な
い
」
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
次
れ
な
い
た
め
に
逡
と

番
大
切
な
こ
と
は
、
ぜ
れ
が
本

当
に
自
分
に
必
要
か
μ
旨
示
を

十
分
考
え
る
”
こ
と
で
す
。

施
設
の
状
態
を
調
べ
る

実
際
に
草
ぶ
き
、
ど
の
よ

木
幡
公
民
館

小
倉
公
民
館

広
野
公
民
館

木
幡
内
畑
3
4
－
7
（
酋
⑩
8
2
9
0
）

小
倉
町
寺
内
9
1
（
萱
⑩
4
6
8
7
）

折
居
台
1
丁
目
1
（
豊
⑩
1
4
1
1
）

広
野
町
寺
山
1
7
（
公
＠
7
4
5
0
）

料
・
・
・
無
料
▼
定
員
：
2
5
人
▼
申
し

込
み
…
小
倉
公
民
館
へ
電
話
か
来

館
で
。
（
小
倉
公
民
館
）

施
設
見
学
会

▼
と
き
・
・
・
5
月
3
0
日
團
、
午
前

9
時
～
午
後
4
時
5
0
分
▼
行
き
先

・
・
・
市
庁
舎
、
折
居
清
掃
工
場
、
山
城

総
合
運
動
公
園
、
茶
業
研
究
所
、
東

宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
・
：
2
0

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
…
無
料

（
昼
食
は
各
自
持
参
）
▼
申
し
込
み

…
広
野
公
民
館
へ
。

（
広
野
公
民
館
）

お
知

ら
せ

魚
つ
り
大
会

▼
と
き
・
・
・
5
月
2
0
日
面
、
雨
天

決
行
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
川
一
帯
▼

参
加
受
け
付
け
・
：
事
前
＝
観
光
セ

ン
タ
ー
（
毎
日
、
午
前
9
時
～
午
後

5
時
）
、
当
日
＝
中
の
島
朝
霧
橋
た

も
と
特
設
テ
ン
ト
内
か
京
阪
宇
治

入
会
時
に
必
要
な
経
費
と
し
て

は
、
主
に
次
の
二
つ
が
灸
ぼ
ら

れ
毒
司

▼
入
会
金
・
：
払
い
っ
放
し
の
お

金
で
、
退
会
時
に
も
戻
り
ま

せ
ん
。

▼
保
証
金
：
血
必
一
時
に
戻
り
ま

す
。
し
か
し
、
「
会
則
」
な

ど
で
、
決
め
ら
れ
た
期
間
は

会
員
で
い
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

具
体
的
な
経
費
の
名
称
が
多

少
違
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
支
払
う
お
金
が
ど
つ
い

軽
自
動
車
税

障
害
者
は
減
免
申
請
を
″

軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日

現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
未
了
。
四
月
二
日

以
後
に
廃
車
や
譲
渡
を
行
っ
て

も
、
平
成
二
年
度
分
は
元
の
所

有
者
に
か
か
り
未
了
。

軽
自
動
車
税
に
は
、
障
害
者

駅
前
（
共
に
午
前
5
時
～
8
時
）
▼

参
加
費
…
無
料
▼
魚
の
持
ち
込
み

・
：
中
の
島
朝
霧
橋
た
も
と
特
設
テ

ン
ト
内
（
午
後
Ｌ
時
～
2
時
）
▼
魚

種
・
・
六
エ
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
マ

ジ
カ
な
ど
▼
審
査
基
準
・
：
1
尾
の

長
寸
順
（
活
魚
に
限
る
）
▼
表
彰
・
：

中
の
島
で
（
午
後
3
時
）
▼
問
い
合

わ
せ
・
：
観
光
協
会
（
豊
⑩
3
3
3

4
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

健
康
エ
ア
ロ
ダ
ン
ス

▼
と
き
・
・
・
5
月
2
3
Ｅ
伽
～
6
月

2
1
日
㈲
の
毎
週
水
曜
（
た
だ
し
、
第

3
水
曜
は
休
館
日
に
つ
き
、
木
曜

と
し
ま
ず
）
、
午
前
1
0
時
～
正
午
、

全
5
回
▼
と
こ
ろ
…
城
南
勤
労
者

福
祉
会
館
▼
対
象
者
…
勤
労
者
及

び
家
庭
婦
人
▼
定
員
…
3
0
人
▼
講

ら
も
の
か
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

会
則
・
契
約
書
に
も

よ
く
目
を
通
す

会
員
権
を
買
う
と
き
、
契
約

書
の
ほ
か
に
「
会
則
」
が
渡
さ

れ
ま
ず
。
こ
の
中
に
は
、
会
員

の
種
別
、
入
退
会
の
手
続
き
、

年
合
一
費
、
会
の
運
営
方
法
な
ど

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
イ

ン
す
る
前
に
、
も
う
一
度
確
認

を
。こ

れ
か
ら
の
余
暇
時
代
、
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
次
れ
な
い
よ

う
注
意
舎
詐
、
レ
ジ
ャ
ー
に

ス
ポ
ー
ツ
に
、
ゆ
と
り
か
楽
し

む
生
活
を
築
い
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
（
自
治
振
興
課
）

の
た
め
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
。
減
免
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
、
一
台
に
限

り
膏
び
や
れ
未
丁
（
た
だ
し
普

通
自
動
車
に
つ
い
て
税
の
減
免

を
受
け
る
場
合
は
除
く
）
。

①
そ
の
構
造
が
専
ら
障
害
者
の

師
・
：
堀
井
洋
子
さ
ん
▼
受
講
料
・
＝

千
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
5
月
2
0

日
間
ま
で
に
同
会
館
（
酋
㈲
0
7

8
0
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

Ｏ
Ａ
講
座

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
Ｏ
Ａ
講
座
を
開
催
。

申
し
込
み
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
豊

⑩
0
6
8
8
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

城南地域職業訓練・ｔンターのＯＡ講座

講座名
日程 裂

回

定貝

囚
受講料円

期間 曜日 時間

ノぐソゴン（経理・顧客管理）
6／5～7／6火・金18：30～21：0010 20 12，000

パソコン上級（ＢＡＳＩＣ）5／30～7／4水・土18：30～21：0010 10 12，000

母
子
家
庭
奨
学
金

平
成
二
年
度
の
母
子
家
庭
奨
学

金
の
申
請
を
驀
特
け
て
い
康
ｙ
。

▼
対
象
・
：
乳
幼
児
か
尨
局
校
生

（
た
だ
し
府
の
他
の
奨
学
金
を
既

に
苓
び
て
い
る
人
差
除
く
）
▼
支

給
額
（
年
額
）
…
乳
幼
児
1
八
千
五

百
円
、
小
学
生
上
万
六
千
円
、

中
学
生
上
二
万
一
千
円
、
高
校
生

＝
四
万
七
千
円
▼
申
請
・
・
・
所
定
の

用
紙
（
福
祉
年
金
課
ま
た
は
母
子

福
祉
推
進
員
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
）
で
、
五
月
中
に
砺
祉
年
金
課
へ
。

以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
ず
が
、

支
給
は
翌
月
か
ら
に
な
ど
ヂ
。

利
用
に
供
す
る
た
め
の
も
の
。

②
障
害
者
の
所
有
す
る
も
の

（
身
体
障
害
者
が
1
8
歳
未
満

も
し
ぐ
は
軽
自
動
車
等
を
所

有
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め

白
れ
る
場
合
、
ま
た
は
精
神

障
害
者
の
場
合
は
、
生
計
を

一
に
す
る
人
が
所
有
し
、
専

ら
障
害
者
の
通
学
・
通
院
・
通

所
・
生
業
の
た
め
に
運
転
す

る
も
の
を
含
む
）
。

‘
減
免
申
請
の
手
続
き
に
は
、

－

な
お
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

昨
年
度
営
け
て
い
た
人
も
新
た
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

同
課
母
子
児
童
福
祉
係
（
内
線
3

3
6
）
へ
。
（
福
祉
年
金
課
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
と
き
・
：
5
月
2
8
日
側
・
3
0
日

南
・
6
月
1
日
圖
の
3
回
、
午
後

7
時
半
1
9
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
木

幡
中
学
校
▼
内
容
・
：
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
▼
参

加
費
…
無
料
▼
持
ち
物
：
上
靴
▼

申
し
込
み
・
・
・
当
日
直
接
会
場
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

キ
ャ
ン
プ
指
導
者

養
成
講
習
会

▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
○
講
義
1

6
月
1
1
日
側
・
1
3
日
困
・
1
8
日
側
・

2
0
日
南
・
2
7
日
困
、
午
後
7
時
～

9
時
、
宇
治
公
民
館
○
宿
泊
研
修

＝
6
月
2
3
日
出
、
午
前
9
時
半
～

2
4
日
㈲
、
午
後
5
時
、
炭
山
キ
″

ン
プ
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
…
野
外
活

動
に
関
心
の
あ
る
市
民
か
市
内
に

在
学
・
在
勤
の
人
▼
定
員
・
・
・
4
0
人

▼
参
加
費
・
：
四
千
五
百
円
▼
申
し

込
み
…
6
月
4
日
側
ま
で
に
市

民
体
育
課
べ
。
吊
民
体
育
課
）

ｕ
．
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

実
技
講
習
会

▼
と
き
・
・
・
5
月
1
9
日
出
、
午
後

次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

▼
減
免
申
請
書
（
市
民
税
課

所
定
）
▼
身
体
障
害
者
手
帳
（
戦

傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
）
▼

運
転
免
許
証
▼
納
付
書
▼
ｍ
鑑

申
請
期
間
は
納
期
限
（
五
月

三
十
一
日
）
ま
で
で
す
。
な
お
、

障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
毒
了

詳
し
ぐ
は
市
民
税
課
（
内
線
2

5
3
）
へ
。
吊
民
税
課
）

Ｌ
時
と
4
時
の
2
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・

黄
柴
体
育
館
▼
対
象
…
1
5
歳
以
上

の
人
▼
定
員
・
・
・
各
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
…
千
円
（
要
印
鑑
）
▼
申

し
込
み
・
：
5
月
1
3
日
間
、
午
前
9

時
か
ら
、
直
接
黄
栞
体
育
館
（
音
⑩

4
0
コ
ー
）
へ
、
顔
写
真
（
3
ｍ

Ｘ
2
5
ｍ
）
持
参
で
。
（
公
園
公
社
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
と
き
…
6
月
2
4
日
㈲
▼
と
こ

ろ
・
：
関
西
文
理
学
院
鞍
馬
口
校

（
京
都
市
上
京
区
鞍
馬
口
通
烏
丸

東
入
る
）
▼
試
験
区
分
…
全
類
▼

願
書
配
布
…
各
消
防
（
分
）
署
▼
願

書
受
け
付
け
・
：
5
月
2
1
日
間
～
2
5

日
面
に
、
飼
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
上
只
都
府
支
部
（
上
京
区
釜
座

通
丸
太
町
上
る
・
都
文
化
ビ
ル
2

階
）
へ
。
本
試
験
の
た
め
の
講
習

会
要
領
も
配
布
中
。
（
消
防
本
部
）

残ったＳＪ如き諮

講演とアンサンブルのつどい

『フレキシブルに女と男の当然』女性の能力や役割について固定的な考え方を見直そう．グ評論家木元教子さん
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カメラルポ

茶
の
ま
ち
宇
治
は
新

茶
の
季
節

1116

菊
づ
く
り
講
習
会

今
年
の
秋
は
、
あ
な
た
も
大
輪

の
菊
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
向
け
の
講
習
会
を
開
き
ま

す
。▼

と
き
…
①
5
月
2
3
日
困
＝
土

つ
く
り
と
さ
な
ぞ
②
6
月
2
7
日
南

＝
大
輪
を
咲
か
せ
る
コ
ツ
、
い
ず

れ
も
午
後
1
時
半
～
3
時
半
▼
と

こ
ろ
：
未
幡
公
民
館
▼
指
導
・
・
杢

日
本
菊
花
連
盟
指
導
員
・
奥
田
五

三
郎
さ
ん
▼
定
員
・
：
5
0
人
（
先
着

啓
▼
申
し
込
み
・
：
木
幡
公
民
館

へ
電
話
か
来
館
で
。

采
幡
公
民
館
）

中
国
語
講
座

▼
と
き
・
・
・
5
月
2
2
日
叫
～
7
月

1
7
日
叫
の
毎
週
火
曜
、
午
前
1
0

時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民

館
▼
内
容
・
ｙ
第
1
回
＝
中
国
語
の

特
徴
、
第
2
～
5
回
＝
発
音
練
習
、

第
6
～
8
回
＝
会
話
練
習
、
第
9

回
＝
ま
と
め
▼
講
師
…
中
国
人
留

学
生
と
小
倉
公
民
館
職
員
▼
受
講

ラ
な
点
に
注
意
が
必
要
か
を
考

え
て
み
ま
し
～
コ
。

会
員
権
か
痔
つ
て
い
る
こ
と

の
良
さ
は
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
な

ど
を
優
先
的
に
利
用
で
き
る
こ

と
で
す
。
入
会
後
、
「
利
用
で

き
な
い
」
こ
と
に
な
ら
な
い
た

レ
ジ
ャ
ー
会
員
権

入
会
は
慎
重
に

め
に
も
①
施
設
の
現
状
②
会
員

数
③
週
末
や
行
楽
シ
ー
ズ
ン
中

の
利
用
実
態
な
ど
を
チ
エ
″
ク

し
た
い
も
の
で
す
。

必
要
な
経
費
の
確
認
を

新
規
の
会
員
募
集
の
場
合
、

乳・幼児家庭教育学級　

広野公民館で５月１６日

から

基
本
健
康
診
査
実
施

中子
宮
が
ん
検
診
　
受

付
中高

齢
者
福
祉
課
（
内
線
3
6
0
）

8月31日まで

石油ストーブ

の出し方
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